
ブラッシュアップＰＴ研 

第１学年国語科学習指導案 
                          日 時 平成１７年９月１４日（水） ５校時 

                     生 徒 和賀東中学校１年Ａ組      
                                       男子１６名 女子１３名 計２９名 

                       指導者 教諭 下栃棚 秀光 
１ 単元名   四 暮らしを見つめる（光村図書） 
  教材名   文章から課題を見つけよう 

        ・魚を育てる森 

        ・「めぐる輪」の中で生きる 
        課題について調べよう――調べたことを意見文にまとめる 
        意見交換会をもとう――グループ・ディスカッションをする 
 
２ 単元について 
 （１）生徒観 
    男女の仲がよく落ち着いた授業態度であるが、自分の考えの発表には慎重である。中学入学時の 

国語の意識調査をみると、「国語は好き」が４人／２９人（１３．８％）、「好きでも嫌いでもない（普 
通）」が１７人（５８．６％）、「嫌い」が８人（２７．６パーセント）であった。「嫌い」とする生 
徒の理由は、「読むのも書くのも苦手」「漢字が不得意」を挙げていた。逆に「好き」とする生徒は 
４人とも「本を読むのがおもしろい」であった。説明的文章については、「難しい言葉や、複雑な 
説明が多くてわかりにくい」「書いてあることが全然おもしろくない」という理由で、かなりの生 
徒が苦手意識をもっている。 
 この教材「文章から課題を見つけよう」は、「魚を育てる森」「『めぐる輪』の中で生きる」とい 
う二つの説明的文章の読み取りと内容理解を基本としている。文章の要旨をとらえるために、ぜひ 
ともキーワードやキーセンテンスを意識させたうえで、文章の筋道や構成に目を向け、筆者の主張 
に気づかせたい。 

（２）教材観 
   この単元は「文章の要旨をとらえ、見つけた課題について図書館で調べたり考えたりして自分の 
考えをまとめ、クラスで意見交換会をする」ことをねらいとしている。系統上の位置として「話す 
こと・聞くこと」では第一単元「新しい出会い ・スピーチの会を開く」と第三単元「物語を楽し 
む ・紹介のスピーチをする」を受け、二年の「編集会議やパネルディスカッション」に連なる。 
「書くこと」では第二単元「自然の不思議をさぐる ・書く材料を集め、整理して文章にまとめる」 
を受け、第六単元「言葉を探求する ・報告書をまとめる」につながっていく。「読むこと」では 
第二単元「自然の不思議を探る ・まとまりごとに内容をとらえ、「問い」と「答え」に注目する」 
を受け、二年の「筆者の論理の展開をとらえる」へ連なる。 
 「魚を育てる森」は、北海道の襟裳岬にスポットをあて、襟裳の森が消えると同時に海の魚介類 

   も姿を消したのに、その後人々がクロマツの防砂林を作ると、思いがけず魚介類がもどってきたのは

なぜかという疑問からスタートする。そこには実は森と腐植土の役割が介在していたのであ 
るが、森と海のような自然界の微妙なバランスをこわさないようにしなければという筆者の意見 
は理解しやすく、自分を取り巻く自然保護や環境保護の問題に目を向ける格好の教材といえる。 

（３）指導観 
 説明的文章の読み方の力は、次の三点であると考える。「➀各段落ごとの要点を押さえ、内容を 
要約する力➁各段落ごとの働き（機能）を考え、文章の組み立てを考える力➂要旨を読み取る力」 
これらの力は、説明的文章に書かれている内容を正しくとらえるために必要なことである。 
 一学期に第二単元の「海の中の声」「クジラたちの音の世界」で小見出しの付け方を学習した。 
自分の付けた小見出しや付けた理由を発表させることで、小学校で学習した力がどこまで身につい 
ているか確認したが、その力は十分ではなかった。 

   「魚を育てる森」は、本単元の最初に扱う文章である。年間指導計画ではこの単元が１３時間扱 
 



いで、「魚を育てる森」は２時間となっているが、今の生徒の力では、時間的に少なすぎる。そこ 
で今回は、２時間増やし４時間でこの説明的文章を取り扱い、内容をしっかり読み取ることで、こ 
の単元のねらいである「より明確な自分の課題を見つけること」が可能になると考える。    

３ 単元の目標 
 ○文章の要旨をとらえ、環境に関する自分の課題を見つけることができる。 
 ○図書館などで課題について調べたことを意見文にまとめることができる。 
 ○調査したことをもとに、討論会を行い意見交換会を行うことができる。 
４ 単元の評価規準（ア～カ・・・学習指導要領の指導事項） 
 【関心・意欲・態度】 
  ・現代の環境問題など人間が自然や環境に与える問題について関心をもち、図書館などで関連する資料

を調査して、自分の考えをまとめようとしている。 
【能力／知識・理解・技能】 
 ・文章中の事実と意見、文章の構成や展開をとらえ、筆者の考えや文章の要旨をとらえている。 
  （読む・・イ内容理解や要約 ウ構成や展開 エ主題や要旨と意見 言語事項・・（１）カ言語生活） 
 ・自分の課題にそって図書館などで資料を集め、意見や提案が相手に理解してもらえるように工夫し 
て文章にまとめられる。 
（書き・・ア発想や認識 ウ選材 エ推敲  読む・・カ情報の活用） 

  ・討論の目的やルールを理解し、積極的に意見交換を行っている。 
   （話す・聞く・・ア考えや意図 イ話題 ウ構成や論理 エ話し合い） 
５ 指導計画と評価規準（総時数１３時間 本時３／１３） 
次 時 学習活動 関心・意欲・態度 話すこと 

聞くこと 
書くこと 読むこと 言語事項 

１ １ 教科書のリード文
から、環境につい

ての問題点を交流

する。 
「魚を育てる森」

全文を通読し、疑

問に思ったことを

書く。 
 

自分の暮らしを見つ

め、考えたことを進ん

で発表しようとしてい

る。 

自分の考え

を発表して

いる。 

初読の感想を書

いている。 
 作品に出てきている言

葉の意味を理解し、ノ

ートやワークに整理し

て書いている。 

２ ２ 
～ 
４ 
 
本 
時 
２ 
３ 

「魚を育てる森」

を読んで、自然界

の微妙なバランス

を壊さないことが

大切であるという

筆者の考えをつか

む。 

文章中に繰り返し登場

する言葉に注目し、全

体の内容をつかもうと

している。 

  二つの問題

提起を探し、

その答えを

読み取るこ

とができる。 
筆者の意見

を読み取る

ことができ

る。 

文末表現に注意してい

る。 
 
「序論」「本論」「結論」

の構成がわかる。 

５ 「『めぐる輪』の中
で生きる」を通読

し、筆者の主な論

点をとらえる。 

「ミニ地球」の資料に

ついて箇条書きしてい

る。 

 初読の感想を書

いている。 
 問題提起がないことを 

確認。 
３ 
 
 
 
 
 
 
 
 

６ 
～ 
７ 

文章中の事例や筆

者の意見に注目し

て、書かれている

内容を要約する。 

書かれている内容と自

分との接点を考えよう

としている。 

 筆者の考えにつ

いて、自分の考

えを照らし合わ

せている。 

筆者の言う

「めぐる輪」

とは何かを

説明してい

る。 

意味段落の構成を押さ

えている。 



４ ８ 
～ 
10 
 

二つの文章と話し

合いから見つけた

課題について、図

書館の資料などを

活用して調べる。 
 

「今自分たちにできる

ことは何か」という視

点で作業を進めてい

る。 

 わかりやすく説得

力のある文章とな

っている。 
自分の考えと調べ

たことを区別して

書いている。 

  

５ 11 
～ 
13 
 
 
 
 

課題にしたがって

グループを作り、

役割分担をして話

し合いをする。 
グループの話し合

いの内容をクラス

全体に報告する。 

相手の意見を受け止

め、それをもとに自分

の考えを深めようとし

ている。 

互いの意見

の交流で、自

分の意見を

わかりやす

く伝えてい

る。 

話し合いのメモ

をとっている。 
  

６ 本時の指導 
 （１）本時の目標 
  ・本論部分（形式段落６～形式段落１３）を読み、海に対する森と腐植土の役割を読み取ることができる。 
 （２）本時の評価の観点と具体の評価規準 
      評価規準   

 評価の観点 
Ａ 十分満足できる Ｂ おおむね満足できる 

Ｃ 努力を要する生徒へ 
の手立て 

 
読むこと 

 
 

○６段落の問題提起の答えを、１０

段落と１１段落の二つの文を取り上

げて書いている。 
「森は、土を陸地につなぎ留めるこ

とで、海の生物を守る役割ももって

いるのである。」（１０） 
「腐植土そのものには、海の生物を

育てる大事な役割がある」（１１） 
○１１段落の海の生物を育てる役割

の補足説明として、１３段落の最後

の「したがって、魚介類を増やすた

めには、そのいちばんのもととなる

植物プランクトンや海藻を増やさな

ければならない。それには、森林の

腐植土から流れてくる物質が必要な

のである」を引用している。 

○６段落の問題提起の答えを、１０

段落と１１段落の二つの文を取り上

げて書いている。 
「森は、土を陸地につなぎ留めるこ

とで、海の生物を守る役割ももって

いるのである。」（１０） 
「腐植土そのものには、海の生物を

育てる大事な役割がある」（１１） 

○問いかけの部分の文末はどうなる

かを押さえさせる。→「・・・はな

ぜだろう。」「どうして 
・・・なのか。」 
 
○再度「役割」の言葉に着目させ、

この問いに答えている部分に赤い線

を引かせる。 
 

 

 
（３）本時の展開 
段 
階 

時 
間 指導内容 生徒の学習活動 留意事項と評価 

・ノートや教科書を参考にしながら 
想起する。 
 
・学習課題をノートに書き把握する。 

●「襟裳岬の自然の変化と海の様子」

についてまとめたこと、さらにその 
内容まで簡単に説明できればよい。  

 
 
導

入 

 
 
 
 
５

分 

１ 前時の想起 
 
 
２ 本時の学習課題の

設定 筆者は本論で、どのような論を展開しているだろうか。 

 
段 
階 
時 
間 指導内容  生徒の学習活動 留意事項と評価 



 
 
 
 
 
 
 
 
展 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
開 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
30 
分 

３ 形式段落６～１３   

を読み、内容を理解させ

る。 
 
 
（○は発問例） 
○６は説明文の段落の働きで

何といいますか。（漢字 4 文
字で） 
○６の二つの問題提起は、内

容が同じですか。 
 
○７のキーワードは何です

か。 
○１０の「腐植土層の消失し

たところに大雨が降ると、ど

のような現象が起こるのです

か。」「その結果もたらされる

海底での影響を三つにまとめ

て説明しなさい。」 
○森には海の生物に対して、

どんな働きがありますか。 
 
資料「よみがえった岩礁」を

提示する。 
 
 
○腐植土そのものにはどんな

働きがありますか。 
○１３の「河川が影響する

～得られる」という測定結

果からどのような結論を

述べていますか。 

・形式段落６～１３を読み、６は問題提起

で、７～１３は答えの内容だが、大きく二

つに分かれることを押さえる。 
 
 形式段落ごとに音読（指名読み）する。 
 
・６の二つの文は同じ内容を提起している

ことを押さえる。 
 
 
 
 
・７～１０を読み、腐植土の役割１と森の

役割を押さえる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・海の生物に対する「土砂」「飛砂」の影

響を理解する。 
 
 
・１１～１３を読み、腐植土の役割２と海

の生物の食物連鎖のピラミッドを理解す

る。 
 
 
 

◎７～１０は「森の海の生物を守る役

割」、１１～１３は「腐植土の海の生

物を育てる役割」を指摘できるかチェ

ックする。（「役割」の言葉に注目させる。） 
 
●６の最初の文は、５までの内容をふ

まえて述べていて、二つ目の文と同じ

内容だということを押さえさせる。 
   
 
●７の「これら」がさしているものを

言える。 
●８の「腐植土の役割」が9では「調
整作用」として使われていることに気

づかせる。 
 
 
 
 
 
 
●１０の土砂の流失で海底の生物が

影響を受けるところの理解で、５の

「飛砂」に触れる。 
 
●１１は「腐植土そのものの役割」、 
１２は「腐植土中にできる有機物質の

働き」、１３は「実際の測定結果から

わかること」について述べている。特

に１３の最後の結論を押さえさせる。 

 
 
終 
 
 
結 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
15 
分 

４ 形式段落６～１３の

段落相互の関係を理解さ

せる。 
 
５ 本論の内容をまとめ

させる。 
 
 
 

・筆者の論の展開を説明する。 
 
・「森は海にとってどのような役割を果た

しているのだろうか。森は土を陸地につな

ぎ留めることで、海の生物を守る役割があ

る。腐植土そのものにも海の生物を育てる

役割がある。」とまとめることができる。 
 
 

◎6～１３の論の展開を説明できなか
った生徒に指名して、説明できるか確

認する。 
 
●問題提起と答えの文をつなげて書

いていればよい。 

 
 
 
 
 
 
（４）板書計画 
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本
論
の
要
約 

 

森
は
海
に
と
っ
て
ど
の
よ
う
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
森
は
土

を
陸
地
に
つ
な
ぎ
留
め
る
こ
と
で
海
の
生
物
を
守
る
役
割
が
あ
る
。
ま
た
腐
植

土
そ
の
も
の
に
も
海
の
生
物
を
育
て
る
役
割
が
あ
る
。 


